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能美市ボランティア連絡協議会研修会
開催日：平成31年3月2日㈯　会場：ふれあいプラザ

根上ボランティア
研修会 開催日：平成31年3月10日㈰

会　場：根上学習センター

寺井ボランティア
研修会 開催日：平成31年1月31日㈭

会　場：ふれあいプラザ

辰口ボランティア
研修会 開催日：平成30年11月11日㈰

会　場：辰口福祉会館
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平成30年度　能美市ボランティア　連絡協議会 研修会報告
　3月2日(土)能美市ふれあいプラザ2階にて、会員及び市民の方々82名が参加し研修会を開催しました。
研修会では、寺井病院 医療ソーシャルワーカーの信耕久美子氏をお迎えし「輝いて生きるために～最後ま
で自分らしく生きる～」をテーマに講演していただきました。実際に患者や家族と関わっておられる信耕氏
の話から、家族で日頃から最後の時の対応などしっかりと話し合っておくことの大切さを学び、輝いて生き
るということを考えました。

　今回のような 「最後まで自分らしくどう生きたいか」 というテーマの研修会はこれまでなかった

ように思いますが、 たくさんの方が参加して下さいました。 実際に患者とその家族に向き合って

おられる信耕先生のお話は説得力がありました。 突然自分や家族に何かあった時、 即決を迫

られた場面で 「自分はどうしたいか」 「家族はどうして欲しいと思っているか」 を予め考えておく

ことは大切だと理解しているものの、これまで何も考えていなかった私。「終活」 「エンディングノー

ト」などの言葉は知っているものの、 身近なものとして捉えていなかった私。 さっそく「人生会議」

を開きたいと思います。

　グループワークでは、 自分の大切にしたいカードをそれぞれ選び発表を行いました。 分かったこ

とは、 日頃ボランティアをしている人は 「余命半年」 と言われても何と前向きな発想を持って

いることか！私のグループは、 8人中私を含め 5人が 「いい人生だったと思える」 を選びました。

もちろん 「余命半年」 が現実になった時、 前向きに受け止められるかは分かりません。 でもそ

の時自分自身に、 「2019年の私はこのカードを選び、 前向きに生きたいと考えていたんだよ」 と

言ってあげたいと思います。 そうすれば、 自分を見失わず自分らしく残り半年を生きていけそうな

気がするのです。

研修会に参加して
おはなしの会トゥインクル　小西　彰子

（春まちぽかぽかプロジェクトと併せて開催）



　　　　　　　　第32号 平成31年3月31日

3 ボランティアについてのお問い合わせは、能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターまで！ TEL 0761-58-6200  FAX 0761-58-6250能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターは、能美市ふれあいプラザの2階にあります。

平成30年度　能美市ボランティア　連絡協議会 研修会報告
・それぞれの人が自分の生き方と人生のしまい方を
真剣に考えていこうというきっかけとなりました。

・本当に考えて生きていきたい。大切なことと感
じました。両親を見送り、兄姉も見送りこんど
こそ自分の番だと感じました。

・改めて話し合いの大切さを知りました。グルー
プワークでは、一人一人が違う思いを持ってい
ることも知ることができた。

・わかりやすいお話で町内の人達にも聞いて欲しい
内容でした。

・知らないことがたくさんあり、これからの人生
の残り時間を大切に過ごしたいと思いました。

・自分の年齢を考えたら残された人生は楽しくボラン
ティアでお返しをしていきたい。

・これからの自分について考えるきっかけとなり
ました。

・参加してよかった。自分の人生の最後をどう迎
えるか考えさせられました。

・自分はもちろん、家族の看取りを考えることが
できた。

・命について考える良い機会でした。

アンケートより（一部抜粋）

喫茶 あい・テラス
　ボランティア・コミュニティ活動支援センターは、ボランティア活動に関す
る相談を受け、情報を発信する拠点です。福祉活動に使う機材や車いすの貸出
等も行っています。
　気軽に集っていただき、その役割を理解していただくために3月2日（土）、ふれあいプ
ラザ2階にて「喫茶 あい･テラス」を開催しました。
　会場内には、ゆっくりくつろげるように、喫茶コーナーがありコーヒーやパン、クッキー
や手作り品を販売。また、ボランティアグループ「ウクレレサークルnomilele」による演
奏や能美市内小中学校のボランティア活動の展示をしました。小さな子どもからお年寄りま
で交流できる空間をつくり、ふれあいの大切さを実感しあいました。

ウクレレサークルnomileleのやさしい
音色にうっとり！

能美市内小中学校のボランティア活動を
展示しました。

子どもたちは輪投げを楽
しみました。

能美市ボランティア・コミュニティ
活動支援センター運営委員会

委員長　青山　信久

　気軽に集っていただき、その役割を理解していただくために3月2日（土）、ふれあいプ

・元気な間は、ボランティアをして色々な知識を
深めたいと思いました。

（春まちぽかぽかプロジェクトと併せて開催）



平成31年3月31日 第32号　　　　　　　　

4ボランティアについてのお問い合わせは、能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターまで！ TEL 0761-58-6200  FAX 0761-58-6250能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターは、能美市ふれあいプラザの2階にあります。

3
月
10
日
（
日
）
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
と
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
赤
十
字
奉
仕
団
ほ
お
ず
き
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
J
A
根
上
女
性
部
・
苺
の
会
・
い
け
花
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ

な
ど
の
日
頃
の
活
動
の
様
子
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
師
の
南
淳
一
氏
か
ら
「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
」

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
」

が
と
て
も
好
評
で
再
度
描
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

「
桜
」
が
画
題
で
す
。
一
時
間
位
で
各
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
ブ

ル
は
美
し
い
桜
の
花
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
の
感
想
は
、「
久
し
ぶ
り
に
子
ど
も
に
返
っ
た
よ

う
で
楽
し
か
っ
た
。」「
心
に
も
花
が
咲
い
た
よ
う
。」「
外
よ

り
も
一
足
先
に
桜
が
咲
き
ま
し
た
。」
な
ど
会
場
に
笑
顔
が

広
が
り
ま
し
た
。

1
月
31
日
（
木
）
夜
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
、
交

流
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
に
、
能
美
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長 

栗
山
よ
し
み
氏
よ
り
、
平

成
31
年
度
の
能
美
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
新

体
制
に
つ
い
て
、
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
「
げ
ん
き
か
い
」
西
井
直
江
氏
に
よ
る
笑

い
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
し
た
。
顔
・
手
と
身
体
中
を
動
か

し
脳
ト
レ
も
あ
っ
て
〝
ギ
ョ
ー
ザ
じ
ゃ
ん
け
ん
〞
で

は
間
違
え
て
笑
い
、
で
き
れ
ば
、〝
ヤ
ッ
タ
ー
〞
と
童

心
に
返
っ
て
笑
い
、
寒
さ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
新
体
制
に
な
っ
て
も
元
気
で
笑
顔
で
頑
張
ろ
う
と

い
う
思
い
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
11
日
（
日
）、
辰
口
福
祉
会
館
に
て
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
参
加
グ
ル
ー
プ
各
代
表
が
活
動
を
報
告
。
ど
な
た

も
温
か
な
笑
顔
で
内
容
は
充
実
。
辰
口
中
学
校
生
徒
会
の
取
組

み
に
は
、
我
々
の
後
を
引
き
継
い

で
く
れ
る
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
次
に
3
団
体
が
活
動
を
発

表
。「
n
o
m
i
国
際
交
流
協
会
」

は
、
在
留
外
国
人
の
数
が
県
内
1

位
の
能
美
市
な
ら
で
は
の
各
種
企

画
を
紹
介
。「
能
美
市
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
視
覚

障
害
者
に
広
報
を
提
供
す
る
録
音

現
場
を
再
現
。「
ウ
ク
レ
レ
サ
ー

ク
ル
n
o
m
i
l
e
l
e
」
は
、

各
所
へ
癒
し
の
音
楽
を
届
け
て
い

る
こ
と
を
発
表
。

続
い
て
の
交
流
会
で
は
、「
ウ
ク

レ
レ
サ
ー
ク
ル
n
o
m
i
l
e
l
e
」

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
付
き
演
奏
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
「
や
る
気
・
元
気
」

を
頂
き
、
何
よ
り
「
ふ
れ
あ
う
」

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
一
日
で

し
た
。

笑いヨガでみなさん笑顔

パステルアート「桜」完成！

交流会で情報交換しました

根
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

ほ
が
ら
か
会
（
根
上
地
区
）　

北
本
　
清
子

寺
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

能
美
美
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

小
山
　
正
子

辰
口
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

能
美
市
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ　

田
中 

八
重

各
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
報
告

今年は、157名の中学生のみなさんが、高齢者宅へお弁当をお届けしました！

能美市音訳ボランティアたんぽぽの活動報告 辰口中学校の取り組み発表！
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寺井中・根上中・辰口中　◆もみじ弁当・ひな弁当　配達ボランティアの取り組み◆

毎年、高齢者とのふれあいを目的に、各校の生徒会が中心となり全校生徒に配達ボランティアを呼
びかけ、賛同したたくさんの中学生がボランティア活動を行っています。

今年は、157名の中学生のみなさんが、高齢者宅へお弁当をお届けしました！

　宮竹小学校4年生は、総合的な学習の時間に、福祉ボランティア チーム20の皆さんに
協力をいただき、高齢者や障がいのある方の気持ちを理解するための車椅子やアイマスク
体験を行いました。

『車椅子体験やアイマスク体験をしてどうでしたか？』
・車椅子にのりながら多目的トイレに入ってみると、トイレの鏡がななめになっていた
り、電気をつけるボタンが低かったりと工夫されていることに気づきました。
・ 車いすの車輪を動かすのは、手がとてもつかれました。ゆるやかな坂でも上がるのは
とても大変でした。

・アイマスク体験をしてみると、とにかく階段や下にものがあることがとてもこわかっ
たです。

『ぼくたち私たちができることは？』
・もし体の不自由な人が困っているようだったら、声をかけて助けたいです。「案内しま
す。」「車いすをおしましょうか。」などの声をかけるように心がけたいです。

・学校を少しでもバリアフリーに近づけるためにはどうしたらよいか
を考えました。宮竹小学校の玄関にはスロープがないので、スロー
プをつけてもらえるように校長先生に提案しました。

平成30年  4月14日㈯ 平成30年度総会・交流会

  8月 5日㈰ 第11回能美市民ボランティアフェスティバル（実行委員会として参画）
 10月24日㈬ 福井県大野市ボランティア活動ネットワークの視察受入
平成31年  3月 2日㈯ 研修会

11／21水
寺井中学校
もみじ弁当
59名

2／22金
根上中学校
ひな弁当
34名

3／12火
辰口中学校
ひな弁当
64名

能美市ボランティア連絡協議会活動を振り返って

交流会「つながるボランティア～各地域のボランティアを見てみよう」

・辰口中央小学校見守り隊
・福祉ボランティア かがやき姉妹
・粟生町　歩歩笑美くらぶ

ボランティア
グループの
活動紹介

宮竹小学校
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発行：能美市ボランティア連絡協議会（事務局 能美市社会福祉協議会内）

〒923-1121　能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階）
TEL 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250　http://www.nomi-shakyo.jp 古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

ボラはぁとは環境
に優しい再生紙及
び植物油インキを
使用しています。

現在の根上・寺井・辰口の各ボランティア連絡会を廃止し、2019年度より分野ごとに活動内容
を分けることで能美市ボランティア連絡協議会の更なる活性化を目指します。

能美市ボランティア連絡協議会
＊ 分野を３グループに分け、各グループより
４名の役員を選出する。

①高齢者・障がい者支援
②芸能・生涯学習関連・文化
③ 環境・子育て支援・国際交流・シニア・健康・更生保
護・市全体

新体制 旧体制

根上ボランティア連絡会
寺井ボランティア連絡協議会
辰口ボランティア連絡会

　4月13日（土）13時 30分より、能美市ふれあい
プラザ（住所：寺井町た 8番地 1）にて、2019年度
能美市ボランティア連絡協議会総会を開催します。
　総会後、各分野の交流を図るため「つながるボラン
ティア」をテーマに、ボランティアグループの活動発
表を行います。どなたでも参加できますので、関心の
ある方は是非ご参加ください。

能美市ボランティア連絡協議会の体制が変更となります

　春まちぽかぽかプロジェクトと併
せて実施した研修会も、たくさんの
参加をいただいて、今年度もつつが
無く全ての活動を終えることができ
ました。ご協力いただき本当にあり
がとうございました。
　4月には新体制による役員で新た
なスタートです。ご協力のほどをお
願いします。

　市ボランティア連絡協議会
会長　　栗山　よしみ

きまっしボランティア
（編集後記）

昨年加入された方も
2019年度の新たな加入が必要です。
　ボランティア活動中の様々な事故によるケガや賠償責任
を保障するボランティア活動保険の加入・更新の時期です。
能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターでは、
ボランティア活動保険の加入を受け付けています。　
　保険について詳しく知りたい方は能美市ボランティア・
コミュニティ活動支援センターまでお問合せ下さい。

能美市ボランティア連絡協議会
総会・交流会のお知らせ

ボランティア活動保険の
加入・更新はしましたか？

2019年度

能美市ボランティア連絡協議会事務局（能美市社会福祉協議会 内）　TEL 0761-58-6200お問い合せは


